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真 お よび CT 検 査 結 果 後 の再 読 に よ る
retrospectiveな評価で初めて指摘可能)を指摘で
きなかったことを報告し,骨スキャン読影時におけ
るhotlesionのみならずcoldlesionに対する十分
な配慮の必要性を,強調したい｡
Fig.1 chestX-ray丘1m
.Aroundmassshadowwasfoundattheleft
lowerlung丘eld.症例説明および画像診断のポイ
ントT.B.70歳,男性｡主訴 :腰
痛｡現病歴 :約 1カ月前より腰痛あり｡胸部Ⅹ線
写真 (Figl)で左下肺野に異常陰影を認め,
精査のため入院する｡検査成績 :血液,尿検査
成績上,血沈の冗進,LDH,アルカリフォスファタ-ゼ
値の上昇を認める以外,特記すべき所見なし｡胸部Ⅹ線写真,気管支鏡等の結果より,肺癌の診断のもとに,
他臓器への転移の有無に対する検索を推し進めた｡9mTcACaseofcoldlesiononradionuclideboneimagingTamio Aburano,
NoriakiMatsumoto♯,RuichiSakamura*`,Osamu HigashiguchiH,NorikazuK
oshinakaHDepartmetofNucle
arMedicine,KanazawaUniversitySchoolofMedicine.金沢大学医学部核医学教室 〒920 金沢市宝町13-1
■DepartmentofSurgeryandHDepartme
-MDP30mCi静注による骨スキャン上,右第7,8,9肋骨前方に
連続して3カ所,おそらく外傷性変化によると思われるhot
lesionを認めたが,明らかな骨転移の存在はprospectveには
指摘できなかった (Fig.2)｡しか しながら,胸部
CT (Fig.3)並びに胸椎Ⅹ線写真による検索では,第8胸椎
に骨破壊像を認めたため,骨スキャン再読の結果,同部にcoldle
sionの存在がretrospectiveに判明した(Fig.2)｡
